
島村農林水産大臣にイネゲノム全塩基配列完全解読を報告
（掲載記事は５～８頁）

傷口より乳液を分泌する
パパイア（上）とハマイ
ヌビワ（下）の葉
（掲載記事は１頁）



図1．傷口より乳液を
分泌するパパイア（上）
ハマイヌビワ（下）の葉

図2．種々の処理をしたパパイア
葉を４日間摂食させたエリサン２
齢幼虫
システインプロテアーゼ活性が

高い乳液を含むパパイアの葉（無
処理）はエリサン幼虫に対して顕
著な殺虫性（４日以内に全個体死
亡）を示すが、乳液の除去または
システインプロテアーゼ特異的阻

害剤E-64塗布によりこれらの葉の殺虫性は完全に失われ、パパイア葉はエリサンの
本来の食草ヒマ同様に好適な餌となります。
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図1．キヌレニン酸化酵素遺伝子を導入された
3系統の蛾と卵

図2．組換えカイコ作出のために用いたベクターの構造



図1．今回解析されたイネ第８染色体セントロメア領
域の遺伝地図（A）、物理地図（B）と塩基配列から明
らかになった特徴的な構造（C）。黒：PAC/BACクロ
ーン。緑：レトロトランスポゾン。黄色：CentO塩基
配列のかたまっている領域。

図2．イネ第８染色体セントロメア領域の塩基配列の
解析結果。白四角：予測遺伝子。緑：レトロトランス
ポゾン。黒：その他の反復配列。黄色：CentO塩基配
列の固まり。オレンジ：遺伝子の転写産物。



写真１：水辺でよく
見られる赤いイトト
ンボ Py r r h o s oma
nymphula。借家の
庭の池にやってきた
ところを撮影。

写真２：大学の植
物園からライン川
を臨む。オランダ
には高い山がない
ので、どこまでも
見渡せます。



平成16年12月13日、島村農林水産
大臣にイネゲノム全塩基配列完全
解読を報告し、各染色体の解読結
果が記録されたCD-ROMを手渡し
ました。

島村農林水産大臣よりわが国の
イネゲノム全塩基配列解読チー
ムに対して与えられた感謝状



Anomochloa

イネ�

オートムギ�祖先�

コムギ�

オオムギ�

アワ�

トウジンビエ�

コウリャン�

トウモロコシ�

60-70

46

25

28

13

14

9

50

イネ科植物の類縁関係を進
化の過程に従って示した
図。数字は各植物が今から
何年前に分岐したのかを示
します（単位百万年）。



平成16年12月13日～18日まで農林水産研究計
算センター電農館で開催された「第1回国際イネ
ゲノムアノテーション会議」での実際のアノテー
ション作業のひとこま。

「第1回国際イネゲノムアノテーション会議」参
加者全員の記念写真



平成16年11月18日、アリゾナ大学ロッ
ド・ウィング博士宅で催された完全解読
記念パーティでの完全解読を祝ってシャ
ンパンによる乾杯のひとこま。

同パーティの席上ふるまわれた、同大学テリー・
ランボーさんの手製ケーキ。中央に完全解読の言
葉、周囲に12本の染色体の各参加国分担図と対
応する国旗がたてられています。

平成16年12月18日、「第1回国際イネゲノムアノ
テーション会議」に参加した国際コンソーシアム
のメンバーの記念写真。おそらくこれが全員で撮
る最後の写真となるでしょう。



マコモの種子（筑波大学・横尾政雄教授提供）

浮きイネ性を示す栽培イネの祖
先野生種Oryza rufipogon
（遺伝資源研究グループ：ダン
カン・ヴォーン提供）



国 内 高分子量セリシンを抽出して取 第3516059号 16. 1.30 坪内紘三・高須陽子・山田弘生
特 許 得する方法   
  〃 ブラシノステロイド応答に関与 第3520302号 16. 2.13 廣近洋彦・山崎宗郎・宮尾安藝雄 （独）農業・生物系特定産

する新規遺伝子 業技術研究機構と共有
  〃 緑きょう病菌由来エクジステロイド22 第3530495号 16. 3. 5 神村学・木内信・齋藤準・茗原眞路子

位酸化酵素とそれを用いた脱皮ホ
 ルモン不活性化システム
  〃 高能率ゲノム走査法 第3573130号 16. 7. 9 川崎信二・小松田隆夫・間野吉郎
  〃 抗菌性素材及び抗菌活性の増強 第3574845号 16. 7.16 新居孝之・塚田益裕・日本理都子

方法
  〃 殺虫性組成物 第3574866号 16. 7.16 友岡憲彦・ダンカン･ヴォーン・加賀 （独）科学技術振興機構と

秋人・柏葉晃一・小野裕嗣・亀山眞由 （独）食品総合研究所と共有
美・吉田充

  〃 コガネムシ科に属するヘプトフィラピ 第3577501号 16. 7.23 レアルバルタースアレス・小野幹夫 富士フレーバー（株）と共有
ケアの性誘引剤

  〃 ガン細胞増殖抑制剤 第3579711号 16. 7.30 塚田益裕・鈴木幸一・楊平�
  〃 細胞死を調節する方法 第3586706号 16. 8.20 大島祐子・瀬尾茂美
  〃 抗病原糸状菌植物とその作出方法 第3590832号 16. 9. 3 光原一朗・大島正弘・大橋祐子
�
外 国 新規大容量バイナリーシャト 第ZL97121439.5号 16. 1. 7 川崎信二
特 許 ルベクター（中国） （3350753）
  〃 植物の感光性遺伝子Ｈｄ１およ 第765277号 16. 1. 8 矢野昌裕・佐々木卓治・片寄裕一・ （独）農業・生物系特定産業 

びその利用（オーストラリア） （WO01/032881） 門奈理佐・布施拓一・芦苅基行 技術研究機構と共有
  〃 植物の形態を変化させる転写 第ZL98119352.8号 16. 1.28 高辻博志・中川仁
 因子の遺伝子およびその利用 （3054694）

（中国） 
  〃 ＭＡＤＳボックス遺伝子を標 第766333号 16. 1.29 高辻博志・ミヌ・カプール （独）農業・生物系特定産業

的とした植物の花型の改良 （特開2002-125 技術研究機構と共有
（オーストラリア） 684）

  〃 変性絹素材、その製造方法 第HK1024272号 16. 1.30 坪内紘三・藤浦粧子 （株）オードレマンと共有
（香港） （3066434）

  〃 変性絹素材、その製造方法 第964085号 16. 2.25 坪内紘三・藤浦粧子 （株）オードレマンと共有�
 （ＥＰ） （3066434）
  〃 植物の病斑形成を抑制する遺 第768139号 16. 3.18 矢野昌裕・山内歌子

伝子Ｓｐ17およびその利用 （特開2002-125
（オーストラリア） 672）�

  〃 結晶性絹超微粉末を含有する 第6719985号 16. 4.13 坪内紘三・藤浦粧子 （株）オードレマンと共有
化粧料（アメリカ） （3505677）

  〃 チオニン遺伝子を用いた複数 第1018908号 16. 4.23 大橋祐子・光原一朗・大島正弘・宇
病害抵抗性植物の作出方法 （特開平11-075 垣正志・廣近洋彦・本藏良三・岩井
（香港） 594） 孝尚・中村茂雄

  〃 絹フィブロインおよび絹セリシンを 第431659号 16. 5. 4 坪内紘三
主成分とする創傷被覆材並びに （2990239）
その製造方法（韓国）

  〃 表皮細胞増殖活性化素材 第432395号 16. 5.11 坪内紘三・山田弘生・高須陽子
（韓国） （3094125）

  〃 ペチュニアの転写因子ＰｅｔＳＰＬ２ 第432534号 16. 5.12 高辻博志・中川仁
の遺伝子の導入によって花序の （3357907）
節間を短縮させる方法（韓国）

  〃 植物の形態を変化させる転写 第432533号 16. 5.12 高辻博志・中川仁
因子の遺伝子およびその利用 （3054694）
（韓国）

  〃 イネのいもち病抵抗性遺伝子 第769278号 16. 5.13 桂直樹・川崎信二・宮本勝・佐藤征 科学技術振興機構と共有
 の核酸マーカーによって得られ （特開平07-163 弥・安東郁男

るイネいもち病抵抗性遺伝子 371）
（オーストラリア）

  〃 イネのいもち病抵抗性遺伝子 第769389号 16. 5.13 桂直樹・川崎信二・斉藤彰・佐藤征 科学技術振興機構と共有
の核酸マーカーによって得られ （3386238） 弥・安東郁男
るイネいもち病抵抗性遺伝子
（オーストラリア）

  〃 表皮細胞増殖活性化素材 第ZN98801732.6 16. 5.19 坪内紘三・山田弘生・高須陽子
（中国） 号（3094125）

  〃 ブタ体外生産胚の体外培養用 第6743629号 16. 6. 1 菊地和宏・金子弘之・野口純子
培養液及び該培養液を用いた （特開2003-930
ブタ体外生産胚の体外培養方 54）
法（米国）�

  〃 病原体耐性植物およびその作 第6750381号 16. 6.15 光原一朗・大島正弘・大橋祐子
 出方法（米国） （3590832）�

（16．1．1～16．12．31）�【特許権取得一覧】�



（16．2．1～16．12．31）�【品種及び命名登録一覧】�

外 国 ヘリコバクターピロリ菌感染 第1208839号 16. 6.16 永井利郎・老田茂 （独）農業・生物系特定産業
特 許 治療用キレート化合物 （特開2002-154 技術研究機構と共有

（ＥＰ） 957）
  〃 ペチュニアの転写因子ＰｅｔＳＰＬ２ 第ZL98119350.1号 16. 6.23 高辻博志・中川仁
 の遺伝子の導入によって花序の （3357907）

節間を短縮させる方法（中国） 
  〃 ナトリウム／プロトン対向輸 第0440097号 16. 7. 2 福田篤徳・田中喜之

送体遺伝子（韓国） （WO00/37644）
  〃 結晶性絹超微粉末を含有する 第ZL00801388.8 16. 7.28 坪内紘三・藤浦粧子 （株）オードレマンと共有

化粧料 号（3505677）
  〃 雌しべの各組織に特異的な活 第443487号 16. 7.28 高辻博志 （独）農業・生物系特定産業

性を有するプロモーターおよ （WO00/71704） 技術研究機構と共有
びその利用（韓国）

  〃 タバコのレトロトランスポゾンを利 第443490号 16. 7.28 廣近洋彦・岡本裕行
 用した遺伝子破壊法（韓国） （WO00/71699）
  〃 アブシジン酸合成を制御する 第443489号 16. 7.28 廣近洋彦・坂本康司 （独）農業・生物系特定産業

新規遺伝子（韓国） （WO00/71727） 技術研究機構と共有
  〃 エチレン合成を制御する新規 第443488号 16. 7.28 廣近洋彦・阿部清美 （独）農業・生物系特定産業

遺伝子（韓国） （WO00/71721） 技術研究機構と共有
  〃 新規ナリンゲニン誘導体及び 第6770630号 16. 8. 3 友岡憲彦・ダンカン･ヴォーン・加賀 （独）科学技術振興機構と

その用途（米国） （特開2003-137 秋人・柏葉晃一・小野裕嗣・亀山真由 （独）食品総合研究所と共有
895） 美・吉田充

  〃 キチンビーズ、キトサンビーズ、 第2255080号 16. 8.31 塚田益裕・白田昭・早坂昭二
これらビーズの製造方法及びこれ （3368323）
らビーズからなる担体並びに微胞
子虫胞子の製造法（カナダ）

  〃 植物の形態を変化させる転写 第0945509号 16. 9. 1 高辻博志・中川仁
因子の遺伝子およびその利用 （3054694）
（ＥＰ）

  〃 新規大容量バイナリーシャト 第6794190号 16. 9.21 川崎信二
ルベクター（米国） （3350753）

  〃 葯と花粉で発現するプロモー 第0454047号 16.10.13 肥後健一・岩本政雄
ター配列（韓国） （WO00/58454）

  〃 いもち病抵抗性遺伝子 第969092号 16.10.13 矢野昌裕・岩本政雄・片寄裕一・佐 （社）農林水産先端技術産業
（ＥＰ） （3440258） 々木卓治・王子軒・山内歌子・石丸 振興センターと共有

理佐
  〃 キレート剤を含むヘリコバク 第0454112号 16.10.13 永井利郎・老田茂 （独）農業・生物系特定産業
 ターピロリ菌用抗菌剤（韓国） （特開2002-154 技術研究機構と共有

957）
  〃 遺伝子Ａｎｙ－ＲＦ、休眠制御物質 第2328060号 16.10.26 塚田益弘・小瀧豊美・鈴木幸一・楊平
 およびその製造方法、ならびに生体 （3023790）

細胞の細胞制御剤（カナダ）
  〃 Ｃ４植物の光合成酵素を発現 第0874056号 16.11. 3 徳富光恵・土岐精一・松岡信・モーリス

するＣ３植物体（ＥＰ） （3210960） スン・ベン　クー
  〃 表皮細胞増殖活性化素材 第HK1024721号 16.11.12 坪内紘三・山田弘生・高須陽子

（香港） （3094125）
  〃 キチンビーズ、キトサンビーズ、これ 第ZL98800631.6 16.11.24 塚田益裕・白田昭・早坂昭二

らビーズの製造方法及びこれらビ 号
ーズからなる担体並びに微胞子 （3368323）
虫胞子の製造方法（中国）�

品 種 　　水稲（家族だんらん） 第12176号 16. 8.18 粉川聡・佐藤直・阿部浩人・金田 （株）アレルゲンフリー･テクノロ
登 録 武夫・内山田博士・飯田修一・高 ジー研究所と共有

野敏弥・西尾剛
  〃 　　桑（ポップベリー） 第12194号 16. 8.18 小山朗夫・町井博明・山ノ内宏昭�
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